
　パートナーシップ大賞は、ＮＰＯと企業の協働を推進するために、ＰＳＣが最も力を入れている事業です。この度の

大震災を受け、ＰＳＣでは「第８回パートナーシップ大賞」の進め方について、２度にわたる運営委員会、理事会、事

務局会議等にて検討してまいりました。その結果、自粛も萎縮もせず「第８回パートナーシップ大賞」を開催すること、

またそれにあわせ、ＮＰＯと企業が協働で行っている救援・復興等に関する支援事業を収集し、また被災地におけるこ

れまでのパートナーシップ大賞応募事業のその後なども追跡し、最終審査当日に紹介しようということになりました。

　詳しくは、ポスター・チラシ等にて発表の予定です。募集要項・応募用紙は、５月下旬より、ＰＳＣのＷｅｂサイト

からダウンロードしていただけます。「ＮＰＯと企

業の協働」に取り組んでいるＮＰＯのみなさん、Ｃ

ＳＲの一環としてＮＰＯとの協働を推進している企

業のみなさん、ぜひご応募ください。第８回パート

ナーシップ大賞を盛り上げ、東日本大震災からの復

興を応援しましょう！（水野）

PSC REPORT Vol.77  2011.5.1発行（4） 2011.5.1発行（1）

PSC Vol.77
パートナーシップ・
　　サポートセンター

発行　特定非営利活動法人　
           パートナーシップ・サポートセンター(PSC)
〒464-0067　名古屋市千種区池下1丁目11番21号
　　　　　　　　 　 ファースト池下ビル４F
TEL(052)762-0401　FAX(052)762-0407
E-Mail info@psc.or.jp　URL http://www.psc.or.jp
発行人・岸田眞代Report

ピックアップ

　

行政

NPO

行政企業

事務局だより

ご案内

募集

 この度の東日本大震災で被害に遭われたみなさまに、心より

お見舞いを申し上げます。

 なかなか収まらない余震、収束が見えない原発事故など、名

古屋にいても日々ニュースなどでその映像を目にし、被災地の

方々のことを思うと本当に身につまされます。ＰＳＣでも何か

できないか・・と話し合いがもたれています。

　そんな中、新年度となり、事務局には新しいメンバーを７名

迎えました。新しい事業も決まってきています。私個人はとて

もとても無力ですが、こんな時だから

こそ、より一層社会に貢献できるＮＰ

Ｏとして今何が必要かを考え、みんな

の想いをひとつにして活動していきた

いと、改めて思っています。（山崎）

ＰＳＣ　新スタッフ紹介

 

　旅行代理店、自動車メーカー、情報出版企業の各営業マン、そ

してＩＴ企業のＳＥ、広告代理店のコピーライター。多彩な経歴

を持つ５人の新スタッフの一人として、４月からＰＳＣの仲間に

加わることになりました。

　「ステークホルダー・ダイアログ及びＣＳＲ推進による中小企

業の活力向上事業」を中心に担当。５人とも幸か不幸か（？）男

性ですが、パワフルかつ着実に、良い化学反応を起こしてＰＳＣ

のミッションを遂行していこうと思います。（平野和宏）

　みなさん、こんにちは。４月より、ＰＳＣ事務局スタッフとし

て、お世話になっています。

　ようやく待ちわびた春が到来し、街には桜が希望の花となって、

咲き誇っています。悲しいニュースが続く昨今ですが、そんな時

だからこそ前向きに頑張らねばと、例年とは違った想いで、桜か

ら元気をもらっています。

　早く仕事を覚え、皆さんのお役に立てるよう頑張りますので、

よろしくお願いいたします。（鬼頭直美）

この度の東日本大震災により被害に遭われた皆様に、心よりお見舞い申し上げます。

また、一日も早い復興と皆様のご健康を心よりお祈り申し上げます。

 

　５月２８日（土）１３:３０から、ウィルあいち３Ｆ会議室４にて、２０１１年度定時総会＆講演会を開催します。２０１０年

度の活動報告と２０１１年度の事業計画、予算、役員変更について等を審議します。総会後は講演会（テーマ「中部圏の将来

像と地域シンクタンクの役割」）と交流会を予定しております。みなさまの出席をお待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※詳細は４Ｐ＆同封のチラシをご覧ください。

■■■　2011年度ＰＳＣ定時総会＆講演会のお知らせ　■■■■

「新しい公共」をリードする存在へ～PSC定時総会

日　時　２０１１年５月２８日（土）１３:３０～

場　所　ウィルあいち３F会議室４

　　　　　　愛知県名古屋市東区上竪杉町１番地

　　　　　（地下鉄名城線市役所駅下車、２番出口より徒歩１０分）

プログラム
　            ・１３:３０～　定時総会

　　　　　　      ２０１０年度事業報告および決算報告

　　　　　　      ２０１１年度事業計画および予算審議 他

　　　　　・１５:００～   講演会

　　　　　　     「中部圏の将来像と地域シンクタンクの役割」

               ・アピールタイム

　　　　　・１７:００～　交流会

　　　　　　      ＊参加費 ３５００円～４０００円（予定）
※申し込み　ＰＳＣ事務局  ＴＥＬ０５２－７６２－０４０１

　ＰＳＣ会員の方はお送りしたご案内（往復はがき）にて返信ください

　２０１０年度、ＳＨＤを行うことで中小企業を取り巻

く様々な課題を明らかにし、成果をあげたことが評価さ

れ、２０１１年度も継続して事業を行うこととなりまし

た。

　２年目となる協働企業３社は、地域・ＮＰＯと企業が

協働することでその課題を解決し、企業のＣＳＲ推進を

目指そうとＣＳＲ委員会を設置。ＣＳＲ報告書作成やＮ

ＰＯとの協働づくりの企画・実行を行う予定です。

　また、さらに新たな３社を選定の予定で、昨年度同様、

３回のＳＨＤとそれに続くマルチＳＨＤを通じて、企業

が社会や地域から求められているものを再確認し、経営

改善やＣＳＲ推進につなげ、地元企業のさらなる活性化

を目指していきます。

　事業の担当者として、新たな５名のスタッフが協働企

業との連携を深めていく予定です。中小企業において、

こうした活動を行いながらＣＳＲが推

進されるのは極めて先駆的、画期的

といえます。（阿部）

　愛知県委託事業

 「ステークホルダー・ダイアログ（ＳＨＤ）及び
　　ＣＳＲ推進による中小企業の活力向上事業」２年目がスタート！

 

　ＰＳＣ事務局内にて、スタッフの仕事のお手伝いをして下

さるボランティアを募集しています。

　ボランティアの主な作業内容は以下の通りです。

　　・資料整理

　　・広報紙発送作業（本紙）

　　・各種事業の事務やイベントの手伝い

　　・ホームページ更新

　　・労務や会計　　などなど

　空いた時間を利用して、私たちと活動しませんか？

　個性的で元気なスタッフが、心よりお待ちしております!!

　詳細は、ＰＳＣ事務局までおたずねください。

　※TEL ０５２-７６２-０４０１

　

　

 
 　ＰＳＣに新しく７名のスタッフが仲間入りしました。２０１０年

度から始まった中小企業活力向上事業の２年目を担当する５名と、

事務局を担当する２名の合計７名!!

　それぞれの担当を代表して、２名をご紹介します。

 

　ＰＳＣが掲げてきた「ＮＰＯと企業の協働」というミッションが、「新しい公共」という時代のキーワードとともに注目を集め

ています（ＰＳＣ Ｒｅｐｏｒｔ７６号より）。２０１１年度は、これまで取り組んできたことが新たな事業として展開し始めます。

より一層パワーアップした１年となるよう総会にご出席いただき、みなさまの声をお聞かせください。（下平）  

ＰＳＣで私たちと活動しませんか？
ボランティア大募集！

 

「中部圏の将来像と地域シンクタンクの役割」

　　　講師：(財)中部産業・地域活性化センタ－（CIRAC）

　　　　　  専務理事 小林宏之氏（ＰＳＣ理事）

　　“国難”とも言われる厳しい現状を踏まえ、今後の地域づく  

        りのあり方等、地域の将来に向けたテーマでお話いただき  

        ます。

　　　　　＊参加費：ＰＳＣ正会員無料、非会員１０００円

　　　　　　　　　　（当日会員になっていただければ無料）

講演会　

　全国で２９件の応募事業の中から５事業の補助金交付先が決ま

り、ＰＳＣの「経済団体（等）を巻き込む『ＳＢ＆企業の連携』

推進事業」もその１つに選ばれました。詳しくは総会の時に紹介

いたします。

お知らせ
経済産業省　平成２３年度

ソーシャルビジネス・企業連携支援機能強化事業
採択される！

５/２８

５月２８日（土）１３：３０～

 ● パートナーシップ大賞グランプリ

　　１事業　記念盾およびＮＰＯには副賞３０万円

 ● パートナーシップ賞 

　　５事業　記念盾およびＮＰＯには副賞１０万円

 ● 最終審査・表彰式 

　　２０１１年１１月２６日（土）会場未定（名古屋市内）

「第8回パートナーシップ大賞」がはじまります！

東日本大震災からの復興を応援します

募集期間：６月１日（水）～７月３１日（日）

東日本大震災からの復興を応援します
「第8回パートナーシップ大賞」がはじまります！

（土）

“心はひとつ”

ＰＳＣで私たちと活動しませんか？
ボランティア大募集！

「新しい公共」をリードする存在へ～PSC定時総会
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ＰＳＣ代表岸田の“東へ西へ”（２０1１年３月４月）
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基金訓練版ジョブ・カード講習受講（大阪）、子育て

支援協働フォーラム打ち合わせ（あいち・子どもNPO

センター）、経済産業省企画書提出

あいち未来塾２期生グループ活動成果報告会・卒塾式

浜松市市民協働センタースタートアップ講座（講師）

保養所月例経営会議（最終）

なごや環境大学幹事会

田園社会プロジェクト来所

子育て支援協働フォーラム

東日本大震災発生、名鉄鍋田氏来所、愛知県「人材育成

コーディネート推進事業」ヒアリング（アスクネット）

明治大学フォーラム（中止）

保養所研修（最終）、東日本大震災支援に関する緊急

集会（第１回）参加

「新しい公共」意見交換会（愛知県）

焼津市「企業と市民活動団体の交流会」講演

ＮＮネット「新しい公共と社会的責任に関する円卓会議

～この一年」報告会（延期）、シニアボランティア会議

あいち・子どもNPOセンター来所

日本NPO学会第13回年次大会（～20日・日本大学:中

止）、ESD-J村上氏来所

カフェ・アイリス運営会議

SHD経営改善提案（太陽電化工業）

ゆめネット来所、プロミス来所

「第８回パートナーシップ大賞」第１回運営委員会

SHD経営改善提案・従業員研修会（南部薬品）

愛知県NPO提案型協働事業企画提案説明会（参加）、

PSC事務局職員採用試験（一次）、第５回PSC理事会

SHD従業員研修会（太陽電化工業）

PSC事務局職員採用試験（二次）

（～11日）職員採用7名始動

南部薬品介護事業部１０周年特別記念講演会（参加）

SHD・2011年度事業打ち合わせ（南部薬品）

SHD・2011年度事業打ち合わせ（太陽電化工業）、

愛知県社会活動推進課来所

経済産業省事業意見交換（中部経済産業局）

カフェ・アイリス運営会議

シニアボランティア会議

なごや環境大学幹事会

「第８回パートナーシップ大賞」第２回運営委員会

雇用・能力開発機構来所

NPOサポートセンター全国幹事会（東京）、損保ジャ

パンCSOラーニング学生説明会・意見交換会

愛知県「市町村NPO・ボランティア担当者会議」(事業紹介)

2

あいち未来塾1
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　２月７日の講座開講から、約３ヵ月が経ちました。「ＳＴＥ

Ｐ1：理解」では「社会的事業」「ＮＰＯ」「コーディネータ

ー」などの基本的な知識を学び、３月末からは「ＳＴＥＰ２：

参加」に入りました。

　ＳＴＥＰ2では、コーディネーターに必要な基本スキルの習

得を目標として「プレゼンテーション」「ファシリテーション」

「傾聴・ヒアリング」「リーダーシップ」「文章力アップ」な

どの研修を行っています。また、各テーマに対する理解を深め

実践的なスキルを身に付けるため、今回から岸田代表を講師に

「テーマ研究」という時間を定期的に設けています。回を重ね

るにつれ、より活発な議論が展開されるようになり、グループ

ワークでのまとめ方や発表のスキルも向上してきました。

　今回の講座は若い方、男性の方が多いのも特徴のひとつで、

受講生の熱気やパワーに圧倒されることもしばしばです。

　５月末から

は、いよいよ

９日間の職場

体験（インタ

ーン研修）が

始まります。

　　　（松橋）

「社会的事業コーディネーター養成科」

コーディネーターに必要な
　　　　　　基本スキルの習得に向けて

　（中央職業能力開発協会 委託事業）
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　３月５日（土）、ウィルあいちにて、２０１０年度あいち未来塾成果報告会と卒

塾式が行われました。成果報告会では、各グループから２年目カリキュラムである

地域での実践活動についての報告と今後の展開を発表いただきました。メンバーそ

れぞれに想いがあり、途中、活動が停滞するグループもありましたが、それを乗り

越え成果を発表する塾生の方々の表情にたくましさを感じました。

　卒塾式後に行われた記念講演での「今までと同じ社会が続くことはありえない。

世の中が変化すれば生活は変わる。将来どうなるか予測を立てる視点の持ち方が大

事」（水谷塾長）との示唆や運営委員の方々の激励に、塾生は緊張の面持ち。自身

のテーマでの活動スタートへ意思を固めた塾生の方も少なくありません。みなさん

の今後が楽しみです。（下平）

子育て支援ＮＰＯ人材等養成事業「子育て支援協働フォーラム」(愛知県委託事業）

２０１０年度に実施した
　　　　ＰＳＣの主な事業

２０１０年度は、メイン事業の「パートナーシップ大賞」が新しい仕組みで行われ

ました。また、アイデアの掘り起こしからマッチングを行う「企業・市民・ＮＰＯ

コラボ400」「企業＆ＮＰＯ協働アイデアコンテスト」などの事業がそこに連携で

き、ＮＰＯと企業の協働推進への素晴らしい成果を実感できた年でした。

１.「パートナーシップ大賞」事業
　　１)第７回パートナーシップ大賞

　　　募集、審査、表彰式、運営委員会の開催　他

　　２)事例集の作成（第６回パートナーシップ大賞事例集）

　　　『ＮＰＯ＆企業　協働の１０年　これまで・これから』

　　　を発行 （１１月２７日）

２.コラボレーション事業
　　１)企業・市民・ＮＰＯ コラボ４００

　　２)あいち未来塾　地域プロデューサー形成

　　３)第５回企業＆ＮＰＯ協働アイデアコンテスト

　　４)人づくり応援 マンパワーサポート

　　５)協働事業模擬仕分けモデ

          ル市町ワークショップ

　　６)子育て支援ＮＰＯ人材養

          成講座

　　７)なごや環境大学協働講座

３.コーディネート事業
　　１)なごや環境大学

　　２)｢新春交流会｣の開催

　　３)その他

４.コンサルティング事業
　　１)保養所コンサルティング

　　

      ２)ステークホルダー･ダイアログによる中小企業の活力向上

　　３)三井住友海上「ＮＰＯカフェ・アイリス」支援

　　４)ＰＳＣ会員向け学習会・相談会

　　５)ＮＰＯ・企業・行政各種相談等

５.教育啓発事業
　　１)緊急人材育成支援事業「社会的事業者育成科」

　　２)緊急人材育成支援事業「社会的事業コーディネーター養成科」

　　３)(株)デンソーユニティサービス

　　　「ビジネスマナー＆マインド研修」

　　４)その他講師派遣等

６.調査研究事業
　　１)ＮＰＯ協働事例調査（企業・行政）

７.情報受発信事業
　　１)「ＰＳＣ　Ｒｅｐｏｒｔ」の発行 （奇数月1日発行）

　　２)ホームページの運営＆メーリングリストの活用

　　３)各種報告書・ポスター・リーフレット等の発行

８.提言活動
　　なごや環境大学（実行委員）、淡海ネットワークセンター　　

　　「未来塾｣（運営委員）、ウィルあいち（指定管理者の一員

　　として）他

　　　　　　　　　　　　　　　　第２部は、基調講演「大

　　　　　　　　　　　　　　　切なことを伝える力」。講

　　　　　　　　　　　　　　　師は、『声に出して読みた

　　　　　　　　　　　　　　　い日本語』やテレビなどで

　　　　　　　　　　　　　　　もおなじみの明治大学文学

　　　　　　　　　　　　　　　部教授・齋藤孝さんにご登

　　　　　　　　　　　　　　　 壇いただきました。

　子育て支援などの地域活動や、ＮＰＯと行政との協働推進

に不可欠なコミュニケーション力について、今の若者の現状

や学生を例に、さまざまな切り口から紹介されました。後半

では会場全体で「話す」「拍手」「ハイタッチ」を繰り返す          

　　　　　　　　ワークショップを行い、「伝える」ことを

　　　　　　　　体感し、来場者２２０名を超える会場は熱

　　　　　　　　気に包まれていました。（水野）

（参加者アンケートより）
・協働したい相手と知り合えました。
・コミュニケーションに関していろいろなヒ
　ントを得られました。
・子育て以外にも応用できると思いました。

　２０１０年後半から愛知県内３ヵ所で行ってきた、支援者向け講座・個別

相談会の集大成として、「子育て支援協働フォーラム」を開催しました。

　第１部では、ＮＰＯと行政の連携・協働をいっそう推進するため、

「協働マッチング交流会」を行いました。県内４つの自治体とＮＰＯの

皆さんに、各地域における子育て支援の取り組みを紹介していただき、

意見交換を行いました。後半は、参加者のみなさんが子育て支援に関す

る協働事業アイデアを「マッチングボード」に書いて貼り出し、ボード

を囲みながら、名刺交換や情報交換を行いました。

　ＮＰＯや行政関係者、子育て支援に関心を持つ若者など、愛知県内外か

ら７０名もの方々が参加。ＰＳＣ岸田のコーディネートのもと情報交換し

たり新たな協働のきっかけ・ネットワークを探ることができました。　

活動への決意を新たに～第２期生が卒塾～
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 ▲

　3.11東日本大震災、ことに「津波」「原発」が私たちにもたら

した影響は極めて大きく、今まさに歴史を刻一刻変えている途中、

と言っても過言ではないだろう。根本的な生き方まではさて置くと

しても、さまざまなものの見方や考え方に変化が生じていることは

疑いのないところだ。私自身の、そして日本の、いや世界中の…。
　

　さて、3月4月の活動を振り返ってみると、当然のことながら

3.11後の予定のいくつかは「中止」となり、また「中止」を巡っ

て議論が相次ぎ…といった状況であった。もちろんそれ以前は今ま

で通りに動いており、３月は、経済産業省企画書提出（３/３）に

始まり、３/５(土)は「あいち未来塾」２期生の成果発表と卒塾

式。３/６(日)は浜松市市民協働センターでの協働に関する「ス

タートアップ講座」の講師、３/７(月) は提案から３年間にわたっ

て携わった保養所での、月例経営会議の最終回と続いた。同じく保

養所の最終研修が震災後の３/１４(月)にあり、そこで今回の震災

の影響の大きさを身近に知ることとなった。愛知県でもキャンセル

が相次いでいたのである。

　それにしても、前日(３/１０)に開いた「子育て支援協働フォー

ラム」の時に大地震が起きていたら……、３００人近い参加者のこ

とを想うと、今更ながら安堵。３/１２(土)の明治大学フォーラ

ム、３/１７（木）の愛知で初めて行われる予定であった「ＳＲ円

卓会議」、そして３/１９-２０（土日）の日本ＮＰＯ学会はいずれ

も中止となった。しかし、３/１５(火)の静岡県東部の地震で危ぶ

まれた翌３/１６(水)の焼津市での「企業と市民活動団体の交流

会」は実施。基調講演を無事終えることができた。３月後半は、中

小企業コンサルの総仕上げで３社に対する経営改善提案と、それに

伴う従業員研修等を終え、次年度につなげることができた。
　

　４月初めはコンサル２年目とＰＳＣの事務局職員採用に７０名を

超す応募を得て、面接試験に追われた。経産省の事業が加わること

になり、結果計７名の採用となった。４/９(土)は南部薬品介護事

業部１０周年特別記念講演会(岡崎市)に３名で

参加。その南部薬品など２年目のコンサルと新

たな３社の公募も始まった。本格的に２０１１

年度の事業が始動し始めたところである。

　　　　　　　　　　　（2011.4.20 岸田）
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あいち・子育て支援ＮＰＯ人材養成サポート共同事業体（ＮＰＯ法人あいち・子どもＮＰＯセンターとの共同事業体）

◆第１部パネリスト
ＮＰＯ法人学童保育ざりがにクラブ 　理事長 鳴海 汎 氏

　                                             同　学童保育指導員 松下 陽子 氏

岩倉市福祉部児童家庭課　指導保育士 梶原 美八子 氏

NPO法人ナースリーハウス 　代表理事 西田 泰子 氏

豊田市子ども部次世代育成課　主事 山田 優子 氏

NPO法人子育て・子育ちNPOスコップ　理事長 杉浦 登喜子 氏

刈谷市次世代育成部子育て支援課 　企画担当総括 副主幹 高野 洋 氏


